
公衆衛生学学位プログラム（修士課程）
Master's Program in Public Health

疫学、生物統計学、保健医療政策学、環境保健学、健康行動科学の5つのコアを中心とし

たパブリックヘルスの専門性を高めるための知識や技能の修得を目指す。また、関連領域の

授業履修も積極的に推奨し、学際性の向上も目指す。

グローバルに活躍できる人材育成のために、すべての基礎科目・必修科目を英語で開講

して留学生とともに学ぶ環境を整備している。

人間集団の健康問題の解決のために何ができる
か、またそれを検証するための研究デザイン、研
究倫理、データ収集、解釈についての方法を学
修し、実践応用できる能力を習得したか

生物統計学の基本を学修し、分析計画からデー
タ分析法の選択と実践・解釈までの生物統計の
実践応用に関する能力を習得したか

予防・医療・介護等の健康・医療に関する課題を
政策論や経済学、医療管理学の手法を用いて分
析し、政策提言につなげる能力を習得したか
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社会科学や行動科学の手法を学修し、健康生
成のメカニズムに関する研究や、社会での介入
活動に応用する技能を習得したか

環境が人の健康に及ぼす影響について学修
し、国際的枠組みで環境保健対策を計画・ 実
行する知識と技能を習得したか

公衆衛生学学位プログラムの教育課程は、基礎科目、専門科目で構成される。開設科目の中から選択して幅広く学びながら

公衆衛生学の専門的知識を習得するカリキュラム編成とする。Master of Public Health （MPH）の修得に求められる国際的基準の

カリキュラムにのっとり、コア学問領域を中心として必修科目が指定される。プログラムの全ての必修科目、また選択必修科目のほ

とんどを英語で開講し、留学生のみならず日本人学生も英語カリキュラムで学位を取得する環境を整える。また、筑波大学のTA

（Teaching Assistant）やTF （Teaching Fellow）の制度を利用して、大学など教育研究機関にて将来的に教育担当となる教育能力

を身につけることができる。

疫学、生物統計学、保健医療政策学、健康行動科学、環境保健学など、公衆衛生学のコアとなる学問

についての基盤的知識については、主に筆記試験による評価を実施する。公衆衛生領域での情報収集と

分析に関する能力については、主に疫学演習や生物統計解析演習を通じて、その遂行能力を筆記試験

と演習レポートによって評価する。専門分野および関連分野の履修科目の達成度については、シラバスに

明記された到達目標と評価基準に従って判定され、 学生にフィードバックされる。 修士論文については、

論文審査員による中間個人審査での評価に加えて、中間発表会での教務委員によるプレゼンテーション ・

質疑応答能力の評価が行われ、いずれもよりよい研究にするための助言として学生にフィードバックされ

て、最終審査において修士 （公衆衛生学） の学位にふさわしいレベルに到達するよう保証する。

1． 公衆衛生学特別演習 （修士論文研究） 以外の科目は、シラバスに記載してある評価方法に従って評価

する。

2． 公衆衛生学特別演習 （修士論文研究） は、以下 (1) から (5) の評価を総合して最終評価とする。

(1) 中間個人審査、研究成果発表会、公開発表会での教務委員による評価

(2) 論文の個人審査での審査委員による評価

(3) 修士論文指導教員による評価

(4) 学会発表や研究論文発表の評価

(5) 公衆衛生に関する活動の評価
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